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森ビル株式会社は、この度、火災時における歩行困難者の避難手段確保を目的に、虎ノ門ヒルズ

において、非常用エレベーターを利用した避難計画の認定を取得、運用を開始しました。これは、

東京消防庁が昨年 10 月に運用を開始した「高層建築物等における歩行困難者等に係る避難安全対策」に

基づくもので、超高層複合タワーでは初めての認定取得となります。 
 

従来、火災時にエレベーターを利用した避難誘導は禁止されていましたが、昨年9

月 30 日に発表された指針により、東京消防庁管内の高層ビルや高層マンションで火

災が発生した際、高齢者や障害者など歩行困難者に限り、一定条件のもとで非常用

エレベーターによる避難が可能となりました。これを受け当社では、虎ノ門ヒルズにお

ける運用の検討を開始。所轄の芝消防署と綿密な協議を重ねながら、書類の届け出、

標識の設置、認定に向けた検査を経て、この度、歩行困難者の一時避難エリアの設

置、および非常用エレベーターを活用した避難計画の認定に至りました。 

当認定取得により、歩行困難者を一時避難エリアに待機させ、消防隊到着までの

間、防災センター係員による非常用エレベーターの操作によって、火災時の混乱や

混雑を回避したスムーズな避難誘導が可能となります。 

現在、六本木ヒルズ森タワーや六本木ヒルズレジデンスでも導入に向け協議をす

すめており、今後は、アークヒルズなどヒルズクラスのビルおよび新規開発プロジェクト

においても、積極的に導入を検討してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
当社では、建物の耐震性能や防火設備の充実など、ハード面における取組みだけでなく、定期的な震災訓

練の実施および新たな技術やシステムの導入・開発など、ソフト面からもさまざまな対策を講じています。 

当社は今後も、建物の高層化や高齢化など社会の流れに合わせて、行政および関係機関との連携を深め

ながら、安全・安心な街づくりを進めてまいります。 

超高層複合タワーで初めて東京消防庁より認定を取得 

虎ノ門ヒルズで非常用エレベーターを活用した避難計画の運用を開始 

～ 火災発生時における歩行困難者の避難誘導が可能に ～ 

【本件に関するお問合せ先】 

森ビル株式会社 広報室 徐、田澤 

〒106-6155 東京都港区六本木 6丁目 10番 1号 六本木ヒルズ森タワー私書箱１号 

Tel : 03-6406-6606  Fax : 03-6406-9306  E-mail : koho@mori.co.jp 

『高層建築物等における歩行困難者等に係る避難安全対策』 とは 

2013 年 4 月に、第 20 期火災予防審議会から「高齢社会の到来を踏まえた高層建築物等にお

ける防火安全対策のあり方」について答申がなされたことをふまえ、東京消防庁が策定。同年

10 月より、東京消防庁管内の高層ビルで認定を開始しました。一定の条件を満たし、認定を取

得した施設は、消防隊が到着するまでの間、防災センター係員が非常用エレベーターを使用し

て歩行困難者などの避難誘導を行うことができます。 
 
認定に必要となる主な条件 

・歩行困難者などが待機できる「一時避難エリア」の設置 （水平方向の避難対策） 

・歩行困難者などを避難誘導するための非常用エレベーターの設置 （垂直方向の避難対策） 

・施設を利用する歩行困難者の情報を事前に把握し、自衛消防隊により避難誘導ができる体制 

歩行困難者の避難誘導イメージ（東京消防庁 HP より） 

虎ノ門ヒルズ 


